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	Ⅰ．研究発表会，講演会等の開催
	１．学術大会
	（１）日本心理学会第84回大会
	（２）プレコンベンション学術交流会    (中止)
	２．公開シンポジウム
	３．第84回大会時日本心理学会企画シンポジウム等
	（Web開催）
	４. 認定心理士の会企画シンポジウム等
	北陸支部会シンポジウム in 石川
	心理学を地域社会で活用する試み 7月4日（土）Web開催
	北海道支部会講演会
	嘘と正直さの認知神経科学 11月1日（日）Web開催
	オンライン講演会in 北陸
	ものづくり心理学のすすめ 12月5日（土）Web開催
	東北支部会シンポジウム
	災害の記憶を未来に活かすためにー心理学と情報学の観点から 12月19日（土）Web開催
	中国・四国支部会オンライン公開セミナー
	司法・犯罪領域における心理学の貢献 2月27日（土）Web開催
	九州・沖縄支部会シンポジウム
	心理学は学校、教育、学びにどう関わるか？ 2月28日（日）Web開催
	関東支部会 公開セミナー
	心理学「再」入門講座～もう一度学びたい心理学の基礎と臨床～第2部臨床編 3月6日（土）Web開催
	オンライン講演会in 北陸
	学習理論を支援に役立てる 3月7日（日）Web開催
	関東支部会 公開セミナー
	心理学「再」入門講座～もう一度学びたい心理学の基礎と臨床～第1部基礎編 3月21日（日）Web開催
	関東支部会 公開セミナー
	コミュニケーションの心理学 3月28日（日）Web開催
	＜Net de 交流！認定心理士＞
	4月10日（金）第13回 グラレコ×認定心理士×会社員，パラレルキャリアとしての資格の活かし方
	5月13日（水）日本心理学会 第83回大会 社会連携セクション ポスター発表オンライン再現イベント（第２回）スポーツ愛好者の「倫理感」を考える
	6月13日（土）日本心理学会 第83回大会 社会連携セクション ポスター発表オンライン再現イベント（第３回）薬物依存者の面接経験から学ぶこと
	6月28日（日）第14回 認知心理学からみた 気づく・気づかない広告表示
	10月24日（土）3つのシチズン・サイエンスプロジェクトと認定心理士 －シチズンサイエンスワークショップ開催の説明会も併せて－
	12月12日（土）シチズンサイエンスワークショップ 第1回ワークショップ
	12月18日（金）第15回 社会貢献とビジネスの両立－ソーシャルビジネスと共感の心理学
	1月16日（土）シチズンサイエンスワークショップ 第2回ワークショップ
	2月6日（土）シチズンサイエンスワークショップ 第3回ワークショップ
	3月13日（土）シチズンサイエンスワークショップ オンライン発表会
	3月27日（土）第16回 カウンセリングの基本をヒントに考える、日常のストレスケア

	Ⅱ．学会誌，研究報告書及びその他の資料の刊行
	１．「心理学研究」第91巻第1号―第6号
	２．“Japanese Psychological Research” Vol.62, No.2-No.4 & Vol.63, No.1
	３. 執筆投稿の手びきの改訂
	４．「心理学ワ－ルド」第89号―第92号
	５．「心理学叢書」の刊行
	消費者の心理をさぐる（日本心理学会 監修 米田 英嗣・和田 裕一 編）

	Ⅲ．研究及び調査の実施
	１．会員及び認定心理士への調査
	第84回大会終了後アンケート調査(全学会員，非会員事前予約参加申し込み者)
	２．シチズン・サイエンスプロジェクト(認定心理士の会企画)
	サイコロロジック・プロジェクト
	高齢者の社会参画を促進する方法を検討するための、人との繋がり状況の調査
	災害碑発掘プロジェクト－災害の記憶を未来に届けるために－
	アプリケーション「マイME-BYOカルテ」に実装された「未病指標」の操作性の検討
	潜在的連合テストによる「ジェンダー」-「科学」ステレオタイプの測定

	Ⅳ．国内の学術団体との学術研究協力
	１．日本学術会議
	日本学術会議任命問題に対する対応
	２．日本心理学諸学会連合
	理事長，理事，社員として各1名参加
	会費および2019年度下半期・2020年度上半期の認定心理士承認料支払
	３．日本脳科学関連学会連合
	会費支払，評議員3名参加
	４．人文社会科学系学協会男女共同参画推進連絡会（GEAHSS：ギース）
	分担金支払，現在幹事学協会
	ギース主催シンポジウム
	５．公認心理師養成大学教員連絡協議会(公大協)
	後援し，資格制度調整委員会を中心として運営
	６. その他団体等との研究協力
	公認心理師の会(事務局)
	医療保健福祉領域公認心理師推進協議会(事務局)

	Ⅴ．国際的な学術研究協力
	１．国際心理科学連合(IUPsyS)
	会費支払
	２．国際テスト委員会(ITC)
	代表機関移管の検討
	３．国際応用心理学会(IAAP)
	４．各国心理学会との研究協力
	MOU締結団体と協力協定に基づき連絡協力
	MOU締結団体(締結順)
	Chinese Psychological Society (CHN)
	Korean Psychological Association (KOR)
	Australian Psychological Society (AUS)
	Psychological Society of South Africa (ZAF)
	Taiwanese Psychological Association (TWN)
	American Psychological Association (USA)
	Malaysian Psychological Association (MYS)
	Swedish Psychological Association (SWE)
	British Psychological Society (GBR)
	Psychological Association of the Philippines (PHL)
	Indonesian Psychology Association (IDN)
	Russian Psychological Society (RUS)
	National Academy of Psychology, India (IND)
	Singapore Psychological Society（SGP）

	５. 日中韓シンポジウム
	8月22日 Web開催 韓国主催
	６. Asia-Pacific Psychology Meeting

	Ⅵ．研究の奨励及び研究業績の表彰
	１．公益社団法人日本心理学会優秀論文賞の選考・授与
	２．公益社団法人日本心理学会国際賞の選考・授与
	国際賞選考委員会にて，国際賞授賞者を選考した。
	＜特別賞＞ 苧阪 満里子（大阪大学 名誉教授／（国研）情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター 主任研究員）
	＜功労賞＞ 古賀 一男（元名古屋大学／環境医学研究所宇宙医学実験センター）
	仲 真紀子（立命館大学）
	＜奨励賞＞ 鹿子木 康弘（大阪大学）
	野内 類（東北大学加齢医学研究所）
	髙橋 康介（中京大学）
	楊 嘉楽（中央大学）
	３．公益社団法人日本心理学会学術大会優秀発表賞の選考・授与
	４．シチズン・サイコロジスト奨励賞の選考・授与(認定心理士の会企画)
	対象：人々の心の健康と福祉の増進に寄与する認定心理士
	表彰：ホームページで公表
	＜シチズン・サイコロジスト奨励賞＞
	（１）羽藤 律

	５．学術大会のWeb開催に伴いプレコンベンション学術集会を中止したため，授与式は開催せず，ホームページに学会賞特設ページを開設し，各賞の受賞者，授賞理由，受賞者のコメント等を掲載した。
	６．研究集会等への支援
	研究集会等への助成 24件
	７．国際会議参加者への旅費補助
	国際会議参加者旅費補助 5名
	８．災害からの復興のための実践活動及び研究の助成
	９．若手の会
	若手の会ホームページの運営（ニューズレター発行・ コラムリレー掲載)
	大会時企画 Ⅰ－３-（２）（３）（13）
	異分野間恊働懇話会開催

	Ⅶ．資格認定及び研修
	１．公益社団法人日本心理学会認定心理士資格の審査と授与
	２．公益社団法人日本心理学会認定心理士（心理調査）資格の審査と授与
	３．認定心理士資格と公認心理師資格の調整
	資格調整委員会(公大協運営)→Ⅳ-5
	４．認定心理士の会
	シチズン・サイエンスプロジェクト→Ⅲ-５
	５．研修会

	６．認定心理士30周年記念教育事業
	（１）認定心理士(心理調査)資格制度改正
	（２）記念シンポジウム等→Ⅰ－２，３，４．
	Ⅷ．その他目的を達成するために必要な事業
	１．心理学の普及・啓発のための広報活動
	２．倫理規程の継続的な検討・倫理問題の解決
	３．選挙の実施
	（１）代議員・理事選挙の実施

	４．男女共同参画推進
	５．高校心理学教育の検討
	６．その他
	（１）100周年記念事業
	（２）ICP2016記念事業(国際委員会企画)
	（３）COVID-19拡大対応



